









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ウチ1 1 12 6 0 4 23 53 43．4％
ウチ員 0 4 2 1 1 8 54 14．8％
ソト 6 1 0
? 5 13 67 19．4％




















































































ウチ！ 0 0 1 0 17 18 79 22．8％
ウチ1 0 0 2 1 16 19 64 29．7％
ソト 0 0 3 4 22 29 81 35．8％
ヨソ 0 0 1 1 18 20 40 50％
當50
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図4　韓国語のウチ・ソト・ヨソ別理由衰現マーカー中止文
　韓国語において理由表現マーカー中止文
がもっとも多く用いられるカテゴリーはヨ
ソ関係であり，その次に多いのがソト関係
である。ウチ1とウチH関係における理由
表現マーカー中止文の使罵頻度はそれらを
下回っている。これを簡略に示すと「ヨソ
→ソト→ウチII→ウチ1」の順番になる。
　理白表現マーカー中止文がヨソ関係に一
番多く見られるのは貝本語の場合と同じで
あり，またその原因も断りの簡略化に重点
がおかれていると考えられる。ただし，日本語ではヨソに対してiノデ型中止文」が好まれるが，
韓国語では「neunde型中止文粉本語の「ケド型中止文」に相当）」が好まれる。
例19　ヨソ場面
　　　　H：刃一誉曽朗司・皿軒槽。｝ぺ孟？φフ1噌司並ス隣町奨澱し｝銀胃壁町鳶昆入1益？
　　　　　　（jeo“nyChungangdaehakkkyo　hakssaengisijyo？　yeogi　yeoeogyejaereul　gaskko　nawan
　　　　　neunde　han　beon　bosijyo？1あの一中央大学校の学生さんですね　英会話教材をお勧
　　　　　　めしているんですけど　どうですか？）
→KMO1・・1離翻。1　St［ii蓬至］…
　　　　　　（jeo　byeolro　evaupt！ltsgR’eodeun　o…：わたくしあまり関心がないんです國…）
例20　ヨソ場面
　⇒K：FG3：ス1詞瞬日i鵯叙睡］’曾t
　　　　　　（jeo　neunde　o…：わたくし会話のテープあるんです國…）
　例19のKMO1の発話では存在詞の語幹に「geodeunyo」が，例20のKFO3の発謡では存在詞の語
幹にlneundeyojが付加されている。本稿ではこの2つをまとめてfneunde型」として扱ってい
るが，lneundeyo」より「geodeunyo」のほうが自分の意思を主張する度合いがやや強い。ヨソに
対し「neundeyoj（6例）より「geodeunyo」（12例）のほうが好まれるのは，ある程度の丁寧さ
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を保ちながらも自分の意思をはっきり，また簡略的に示そうとするからであろう。
　ソトのカテゴリーにおける韓国語の理由表現マーカー中丘文は日本語（20．9％）の2倍近く（35．8％）
見られる。特に「neunde型」が多く使われているが，これは話し手が自分の話を恐い切らないこ
とによって聞き手に察してもらおうとするからであろう。ソト場面において「neunde型」は27例
が見られたが，そのうち22例は理由表現マーカーで終わっている。つまり，ソトに対しては例21
のような理由表現マーカーで終わらない文よりは，例22，23のような理由表現マーカーで言いさ
す文のほうが多く用いられる。
例21　ソト場面
　→KMO7：王君金鉱｛簸71セ司・囚璽｝刈7｝を量牛OA－9　JKI呈暑葵を7」暑£身喜入｝ill“（別1　Al早
　　　　　　恥困飢凋｝る冶舎闘乱ス1R｝xi　・ll　711山顛望｛1を黛｝琴～芒現匿圖詞舎脅申｝．
　　　　　　（jokkeoneun　gwaenchankineun　hajiman　jega　jal　hal　ssu　issseul　ji　moreul　geos
　　　　　　gaskkeodeunyo　dareun　saramege　butakhasineunge　jokkeoneun　gwaenchanchiman
　　　　　　’eoe　e　beon　eokireun’al　an　manneun　eos　ateunde　joesonghamnida．：条件はいいと
思いますが　わたくしの実力でできるかどうか分かりませんけど　他の人に頼んだほう
が条件はいいですがわたくしに翻訳餉いていないと思います國申し訳あり
ません。）
例22　ソト場薗
　OKMIO：濁舎管q叫刈7レ燧q羊ol銀［塾］…
　　　　　　（joesonghamnida　iggg．．Eggl｝＞IWti11　neunde　o…：申し訳ありません　わたくし先約が
　　　　　　あるんです［i心裏…）
修可23　　ソ　ト場va
　＝＞KFO3　：遇頸司一瑚皇司調刈フ1鍛。｝王朝7ト遇曽を量刃昆混銀［劃…
　　　　　　（beonyeok　eo，rieo　ohiryo　jeogi　anjaseo　jega　lb2pou＞！gg！EffkabhgLii－mslt！gygk　1　h　1　e　mu’
　　　　　　翻訳一あ一わたくし　あの　ちゃんと翻訳ができるかどうか分かりません囲…）
例21のKMO7は「neunde型1を挿入し，断る理由を示してから相手の意に添えないことに対し
て謝っている。例22のK：M10と例23のK：FO3は「nemde型」を用い，そのまま文を終えている。
3つのいずれの例からも無礼さは感じられない。但し，例22，23は文を途中で終えることによっ
て相手に判断を委ねている印象を与える。「neunde型中止文」にこのような長所があるならば，
これがソト・ヨソに対する無難な断り方として用いられやすいのは当然のことであろう。
　ウチ1・ウチllに理由蓑現マーカー中止文が他のカテゴリーに比べて少ないのは，書い切る文
である「命題型」が多かったことと，親しいから雷えるさまざまなパターンが現れたためである。
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6．おわりに
　H本語と韓国語の断り談話における理由表現マーカーを比較した結果，次のことが明らかになっ
た。
（1）N本語の場合，「ノデ型・カラ型」は多く使われるが，韓国語では日本語の「ノデ型・カラ
　　型」に相当する「tt’aemune型・罰ikka型」はあまり使われない。この結果は，断り談話にお
　　ける後続節の省略ができるかどうかと関係する。
（2）H本語の理萱野現マーカーは，ウチ・ソト・ヨソというカテゴリー間でその使用頻度に相違
　　が見られる。ウチには「カラ型」「シ型」「命題型』が，ソトとヨソには「ノデ型」が多く用
　　いられる。韓国語では，ウチ・ソト・ヨソを区：妬しないでrneURde型」が多用される。韓
　　国語でウチ・ソト・ヨソの区：分が明確になされるのは「seo型」と「命題型」である。
（3）N本語の理由表現マーカー中止文は，ウチ・ソト・ヨソというカテゴリーの違いによって使
　　用頻度が異なるものの，単純な相関関係にあるわけではない。日本語のウチ・ソト・ヨソ意
　　識は，理由表現マーカー中一止血を使用するかどうかではなく，どのような理由表現マーカー
　　で断り談話を終了するか，あるいはどのような内容で断り談話を構成するかに反映される。
　　これに対して韓国語のウチil・ソト・ヨソ場面で理由表現マーカL一・一一中止文の使用頻度が日本
　　語をはるかに上回る理由は「neunde型中止文」だけでも十分に聞き手に対する丁寧度と配
　　慮を示すことができるからであると考えられる。
　以上の結果は，断り談話のL部である理由表現だけを分析の対象にしたものであり，不可表現
や他の表現の調査結果が上記のものと一致するとは限らない。また，断り行動はウチ・ソト・ヨ
ソのような自分と相手の関係以外に断る行為における妥当性，申し出の負担度，能力の有無など
の変数とも関わりがある。今後の課題は，今園のロールプレイ調査の欠点を補完しつつ，様々な
社会的変数に対応できる調査研究を進めて行くことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　ウチ・ソト・ヨソという用語について説明しておく。土居（1971：50）によれば，「遠慮の有無
は，臼本人が内と外という言葉で人間関係の種類を区別する場合の目安となる。遠慮：がない身内
は文字通り内であるが，遠慮のある義理の関係は外である。しかしまた義理の関係や知人を内の
者と免なし，それ以外の遠慮を動かす必要のない無縁の他人の世界を外と見なすこともある。」と
いう。一方，三宅（1994a）は，ウチとソトのカテゴリーにヨソを付け加えている。三宅（1994
　a：31）は，「ウチの人問は自己のまわりの家族やごく親しい人々，ソトの人間はごく親しくない
が自己やウチと関連のある人々，ヨソの人間は自己やウチとは関係がないがなにかのきっかけで
関係をもちえる人々（例：通行人，電車などでまわりにいる人，サービス業の人など）」と定義し
ている。本稿でも，ウチ・ソト・ヨソの区別については三宅にならう。但し，同じfウチ」の領
域にある人間であっても，「親」と「親しい友達」との間に場薗差が存在する可能性は十分にある。
これらの差を明確にするために，「親」を「ウチ1」と，「親しい友達」を「ウチ環と細分化し
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　て考察する。
2　ウチ1とウチHをまとめてウチと表翻する場合もある。
3　9ノデ型」にはf～んで」が含まれている。F命題型」は「形容詞と動詞の基本形jr～ですjr～
　ます」「～んだ（～んです）」，またそれらに終助詞「よ・ね・よね」が付加されたものを示す。
4　「セ調1（neunde）型」はF～暑q1（neunde）」「～71｛∋（geodeun）」「～igo｝（gata）」を含んで
　おり，また更に，終結補助詞「£（yo）」が付加されるものを示す。「命題型」は形容詞や動詞の
　基本形，及び「～司皇（eoyo），～叫皇（ayo）1「～ti山山（p’nida）～含目叫（seumnida）」を示
　す。なお，日本語を韓国語に訳す場合は，できるだけ直訳につとめた。本稿では，韓国語をロー
　マ字に表記する場合，韓國乱立研究院の国語ローマ字衷記法（2000．7，19改正〉を基準とした。
5　話し言葉では「早（gu）」とも言う。
6　本稿は，同一の相手に対する食事の勧誘と翻訳の勧めとを合わせて集計しているが，これら2
　つの場薦に使用頻度の差がある可能性は十分にある。これについては今後の課題として残したい。
7　この用語は，谷部（2002）のfから中止」「ので中止」にヒントを得ている。なお，韓国語のf接
　続助詞＋終結補助詞£（yo）」の形も「理由表現マーカー中止文」に含まれている。
8　9’1亡しい蛭　ちょっと…」のように副詞で終わる文，「xj琳讐哺£帰一岩…Geo　ba2pgyuEd！g＞！g
　seonsaengnim…：わたくし　忙しいんですけど　先生…）」のように代名詞で終わる文もいくつか
　見られたが，本稿ではこれらも「理晦表現マー・一一カー中止文1と考える立場をとる。
9　韓国入のウチ・ソト・ヨソ意識を日本人と岡じ枠組みの中で考察することについて一言してお
　きたい。両需語の問には各々のカテゴリーにおける言語行動及びその意識に多少の違いが見られ
　る。この結果は，同じ枠組みから爾雷語を比較したからこそ，明確になったと考えている。三宅
　（1994a）には臼本人と英米人のウチ・ソト・ヨソ意識を同列のカテゴリーから述べることについ
　て説明されているが，ウチ・ソト・ヨソの定義にかなった人聞の層は，英米にも存在するはずで
　あると述べている。ちなみに，ウチ・ソト・ヨソ意識と言語行動に関する研究として，日本人と
　アメリカ人を対象にした艸出・他（1986＞，日本人と英米人を対象にした三宅（1994a，1994b），
　譲本人と韓国人を対象にした任（2002，2003）がある。
10　ウチ・ソトは2つの申し畠に対する断りであり，ヨソに対しては1つの申し出に対する断りであ
　る。そのため，ヨソ場面の総ターン数はウチ・ソト場颪の二等ー一一・ン数の半分程度である。にもか
　かわらず，ウチH場面よりヨソ畑島のほうに理由表現マーカーが多く使われている。それは，m
　ソ場面における理由表現の割合が他のカテゴリーより高かったことと，理由表現マL一一・カーがJM
　O6とJFO1によって各々10回，9園も使われていたためである。
11紙幅の都合上，例文の働きかけ文を省略する場合もある。
12　01（Lee）（2002：143－144）は「月（＄eo＞」と「9v｝（nikka）」を丁寧さの視点から分析してい
　る。ol（Lee）は「『刈（seo）』は前節の内容を聞き手に察してもらい，さらに後続節の内容を聞
　き手に納得しやすくさせる機能をもつ。しかし，四一（nikka＞囲は『刈（seo）雲と違って理由簾
　と結果節が六方とも主張（強調）されるので，理由節について聞き手が周知している場合のみ使
　用できる。もし，理歯面の状況が分からない聞き手に『瞬〃｝（nikka）』を使うと『洞（seo）』より
　不適切で非丁寧な印象を与える。（筆者訳）」としている。
13　「go型」は並列を示す機能だけではなく，日本語のfテ形」と同様の機能をする場合もある。こ
　こでのジgo型」をH本語に置き換えると「テ形」に近い表現となるが，実際にはヂneunde型」と
　岡様に豪いさす文の役割をする。
14熊井はおおよそ30才と60才の教宮・1司級生に対する断り行動を調べている。
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15水谷（1983：43）は共心についてギ剛者間で問い，答えるという話しかたを『対話』というが，
　互いに相互の話を完結し合う関係には，対話というより，『漏話3とでも書つたほうが，ふさわし
　いのではないかと思われる。痴話ということばは，筆者の作語であるが，臼本語の話し合いには，
　三頭の形態をとるものがかなりの無涯を占めている。」と述べている。
16本稿は理由表現だけを分析の対象としているため，今後，不可表現なども分析の射程に入れて
　分析を行う必要がある。
17渡辺・鈴木は「理由表現マーカー中止文］と「韓国語」をそれぞれfいいきらない表現jと「朝
　鮮語」と表記している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　abstract
　　In　this　study，　1　shall　compare　the　reason　expressions　appearing　at　the　end　of　phrases　in　Jap－
anese　and　Korean　refusal　discourse．　At　the　end　of　Japanese　expressions　of　reasons，　the　follow－
iRg　styles　are　common：　node－type，　kara－type，　shi－type，　te－type，　kedo－type　and　the　proposition－type．
In　Korean，　reason　expressions　often　end　in　tt’aemune－type，　nifeha－type，　seotype，　gotype，
neunde－type，　and　the　proposition　type．　ln　this　study　I　separate　the　expressions　iR　the　above　way
aRd　call　the　various　expressions，　’reason－expressioR　markers．’　This　study　differs　from　other　re－
search　in亡ha亡亙have　brought　in　the　aspect　of　uchi，　soto，　yoso．
　　Separating　the　problem　into　of　uchi　（1，　II），　soto，　yoso　1　have　recoRsidered　the　kinds　of　reason
expressions，　and　found　that　in　both　laRguages　the　frequency　of　choice　of　the　reason　marker　in－
creases　according　oR　the　uchi　（1，ll）　soto，　yoso　relationship．　As　for　JapaRese，　the　uchi　（1，　ll）　case
the　kara－type，　shi－type，　and　the　proposition　type　are　most　frequent，　whereas　in　the　node－type　is
used　most　on　soto，　yoso　situation．　On　the　other　hand，　in　Korean　the　expression　to　distinguish
uchi（1，　II）　soto，　yoso　is　the　seo－type，　proposition－type．　Other　than　that，　the　neunde－type，　is　the　rr｝ost
widely　used　and　its　usage　does　not　chaRge　frequency　based　on　the　uchi（1，　II）　soto，　yoso．　Although
there　is　some　differeRce　in　frequency　among　tt’aemune－type，　nileha－type，　gotypes　it　is　not　great
enough　to　warrant　categorization．
　Moreover，　in　discontinuance－sentence　of　Japanese，　there　is　some　difference　in　the　frequeRcy　ac－
cording　to　uchi　（1，　II）　soto，　yoso，　but　it　appears　without　awareness．　ln　terms　of　the　awareness　of
uchi　（1，　II）　soto，　yoso　it　is　not　a　question　whether　to　use　a　marker　but　rather　which　marker　to　use
to　end　the　sentence　is　dependent　on　the　coRtent　structure　of　the　refusal　discourse．　ln　the　case
of　Korean，　discontinuance一　sentences，　reason　expression　markers　tend　to　appear　most　in　uchi　II
soto　and　yoso　situations，　and　the　level　of　frequency　is　rnuch　higher　than　in　Japanese．　The　rea－
son　for　this　can　be　’understood　because　the　discontinuance－sentence　which　iRcludes　“neundd’　coR－
veys　a　more　than　sufficient　degree　of　politeness　in　itself．
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